
「
反
戦
の
晶
子
の
短

歌
み
つ
か
れ
り
我
も
叫

ば
ん
君
死
に
給
う
な
と

糸
柳
昿
子
」
（
き
ら

ら
文
芸
）
▼
あ
る
友
と

「
第
二
芸
術
論
」
を
懐

か
し
く
語
り
ま
し
た
。
桑
原
武
夫

が
、
昭
和

21
年

11
月
「
世
界
」

で
挑
発
し
た
論
文
。
結
果
と
し
て
、

歌
人
、
俳
人
た
ち
は
内
容
で
勝
負

し
て
い
き
ま
し
た
。
わ
が
「
き
ら

ら
」
を
は
じ
め
、
新
聞
、
雑
誌
、

各
種
広
報
誌
、
放
送
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
生
産
さ
れ
る
短
詩
形
の

量
は
、
一
ヶ
月
万
単
位
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
▼
小
説
が
第
一
芸

術
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
短
歌
で
言

え
ば
、
千
三
百
年
前
の
万
葉
集
か

ら
絶
え
る
こ
と
な
く
続
い
て
い
る

庶
民
の
芸
術
で
す
。
防
人
の
妹
へ

い
も

送
る
歌
、
東
歌
の
労
働
歌
。
そ
し

て
今
日
の
新
聞
歌
壇
に
は
、
東
日

本
大
震
災
、
原
発
、
集
団
的
自
衛

権
、
秘
密
保
護
法
を
内
容
と
す
る

も
の
が
何
と
多
い
こ
と
。
ま
さ
し

く
、
時
代
に
「
わ
れ
」
が
向
き
合
っ

て
い
る
の
で
す
。
主
婦
な
る
庶
民

が
「
こ
と
あ
げ
」
し
て
い
る
の
で

す
。
俳
句
掲
載
を
拒
否
し
た
、
さ

い
た
ま
の
市
の
何
と
あ
き
れ
た
見

識
で
し
ょ
う
か
。
▼
「
ヒ
ロ
シ
マ

に
来
て
抑
止
力
説
く
シ
ン
ゾ
ウ

余
志
嘉
壽
」
（
き
ら
ら
文
芸
）
。

コ
ピ
ペ
な
ど
せ
ず
、
「
き
ら
ら
」

で
勉
強
し
た
ま
え
、
ア
ベ
君
よ
。

（
加
藤

正
美

記
）

新しい仲間を
紹介します

仲間づくり

（神戸）

(9月26日現在)

２１４名

秋
晴
れ
の
９
月
12
日
、
牧
田
の

コ
ミ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
で
、
女

性
部
の
「
百
の
会
（
百
歳
を
め
ざ

そ
う
）
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。
八

十
歳
以
上
の
方
15
人
と
女
性
部
有

志

11
人
が
お
手
伝
い
で
、
総
勢

26
人
の
楽
し
い
会
と
な
り
ま
し
た
。

佐
藤
晴
衣
さ
ん
の
あ
い
さ
つ
で

食
事
が
始
ま
り
、
田
中
さ
ん
ち
の

新
米
三
升
の
オ
ニ
ギ
リ
、
大
鍋
一

杯
の
豚
汁
、
さ
つ
ま
い
も
の
い
ろ

い
ろ
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
に
フ
ル
ー
ツ

サ
ラ
ダ
、
寒
天
、
な
ん
と
ロ
ー
ス

ト
ビ
ー
フ
が
三
皿
も
。
さ
ら
に
女

性
た
ち
の
凄
い
と
こ
ろ
は
、
八
十

二
歳
の
中
平
の
お
姉
さ
ん
が
鍋
一

杯
の
「
す
い
と
ん
」
を
作
っ
て
差

し
入
れ
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
で
す
。

戦
中
戦
後
の
す
い
と
ん
は
、
こ

ん
な
に
美
味
し
く
は
な
か
っ
た
と
、

う
れ
し
い
文
句
を
言
う
方
も
い
て

大
笑
い
。
私
も
初
め
て
頂
き
ま
し

た
。
コ
ー
ヒ
ー
あ
り
、
中
川
さ
ん

の
お
抹
茶
あ
り
、
六
花
亭
の
百
歳

も
も
と
せ

と
い
う
銘
菓
と
高
森
さ
ん
手
づ
く

り
の
コ
ー
ス
タ
ー
が
配
ら
れ
、
年

金
者
組
合
定
番
の
花
、
姫
ア
ン
ス

リ
ュ
ー
ム
の
可
愛
い
鉢
も
お
土
産

で
す
。
み
な
さ
ん
ニ
コ
ニ
コ
で
し

た
。食

後
は
、
「
母
」
と
い
う
詩
人

八
木
重
吉
の
詩
を
、
宮
崎
ヨ
シ
子

さ
ん
と
田
中
美
代
子
さ
ん
が
朗
読
。

続
い
て
、
田
中
さ
ん
の
三
女
の

「
敬
老
の
日
に
寄
せ
る
母
へ
の
想

い
」
を
中
川
信
子
さ
ん
が
代
読
。

み
ん
な
シ
ー
ン
と
し
て
聞
い
て
い

る
と
、
突
然
声
が
詰
ま
り
は
じ
め
、

や
が
て
聞
こ
え
な
く
な
り
、
見
る

と
中
川
さ
ん
が
泣
い
て
い
ま
す
。

そ
れ
が
み
ん
な
に
伝
わ
り
そ
れ
ぞ

れ
に
涙
を
ふ
い
て
い
る
の
で
す
。

司
会
の
佐
藤
さ
ん
ま
で
泣
い
て
し

ま
い
さ
ん
ざ
ん
で
し
た
が
、
高
齢

の
自
分
た
ち
に
も
ま
だ
こ
ん
な
に

み
ず
み
ず
し
い
感
受
性
が
有
っ
た

の
だ
と
嬉
し
く
な
り
ま
し
た
。

樋
口
さ
ん
や
熊
ち
ゃ
ん
の
歌
と

手
遊
び
で
認
知
症
症
候
群
を
笑
い

で
追
っ
払
い
、
残
っ
た
オ
ニ
ギ
リ

を
み
ん
な
で
分
け
合
い
帰
路
に
つ

き
ま
し
た
。
新
し
い
組
合
員
も
迎

え
る
こ
と
が
出
来
、
八
十
代
の
パ

ワ
ー
全
開
の
一
日
は
あ
っ
と
い
う

間
に
終
わ
り
ま
し
た
。
次
回
が
待

た
れ
ま
す
。（

辻
井

豊
子

記
）

（１） 第２１１号 き ら ら ２０１４．９．２６

杉野 禮子さん

全日本年金者組合

三重県鈴鹿支部

第２１１号

２０１４．９．２６

事務局
〒510-0234
鈴鹿市江島本町

31-36
http://suzuka-nen
kinsya.jimdo.com/

編集責任者
勝谷鐵幸

鈴鹿市岸岡町1641-20
tel 059ｰ387-0383
fax 020-4663-3958
e-mail tekatu65
@movie.ocn.ne.jp

辻井良和
tel 059ｰ386-0529

食
べ
て
喋
っ
て
、
笑
っ
て
泣
い
た

女
性
部

百
歳
を
め
ざ
そ
う
「
百
の
会
」

９
月

10
月

11
月
の
３
ヶ
月
間

で
、
組
合
員
を
増
や
そ
う
と
み
な

さ
ん
に
お
願
い
し
ま
す
。

９
月
は
、
年
金
下
げ
る
な
、
最

低
保
障
年
金
制
度
作
れ
の
署
名
を

集
め
な
が
ら
、
署
名
し
て
く
れ
た

人
に
一
言
声
を
か
け
ま
し
ょ
う
。

10
月
は
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
へ
誘

い
、
11
月
は
い
き
い
き
ま
つ
り
や

三
重
県
高
齢
者
大
会
へ
誘
い
、
一

声
か
け
ま
し
ょ
う
。
サ
ー
ク
ル
へ

の
お
誘
い
も
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

友
だ
ち
が
増
え
て
、
仲
間
が
増

え
て
、
高
齢
者
へ
の
関
心
や
期
待

が
強
ま
り
、
私
た
ち
の
願
い
で
あ

る
、
「
安
心
し
て
健
康
で
長
生
き

で
き
る
世
の
中
」
が
一
歩
い
っ
ぽ

進
ん
で
い
き
ま
す
。

き
れ
い
な
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
も
出

来
ま
し
た
。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
見

な
が
ら
声
を
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

き
っ
と
待
っ
て
く
れ
て
い
る
方
が

い
る
は
ず
で
す
。

（
支
部
長

辻
井
良
和

記
）

な
か
ま
づ
く
り
を
み
ん
な
で

友
だ
ち
に
一
声
を

仲
間
づ
く
り
特
別
月
間

波の音

百
の
会
の
皆
さ
ん

写
真
提
供

林

和
代



（２）第２１１号 き ら ら ２０１４．９．２６

２
０
１
４
年
の
三
重
県
年
金
者

一
揆
は
、
10
月
14
日
（
火
）
13
時

～
15
時
、
ア
ス
ト
津
ホ
ー
ル
で
集

会
（
１
時
間
）
を
開
き
、
そ
の
後

デ
モ
行
進
（
津
駅
前
→
県
庁
下
→

津
駅
前

１
時
間
）
を
行
う
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
実
施
さ
れ
ま
す
。
規
模

は
２
０
０
人
を
見
込
み
、
鈴
鹿
支

部
の
参
加
目
標
は
40
人
で
す
。

消
費
税
の
増
税
、
年
金
の
引
き

下
げ
、
医
療
・
介
護
の
さ
ら
な
る

改
悪
、
物
価
の
上
昇
、
な
ど
、
年

金
生
活
者
の
暮
ら
し
は
い
っ
そ
う

成
り
難
く
な
っ
て
い
ま
す
。

海
外
で
戦
争
で
き
る
国
づ
く
り

も
進
み
、
秘
密
保
護
法
に
続
き
、

集
団
的
自
衛
権
行
使
容
認
の
閣
議

決
定
、
そ
し
て
、
原
発
の
再
稼
働

の
策
動
と
、
安
倍
政
権
は
暴
走
中

昨
年
は
日
本
高
齢
者
三
重
大
会

の
た
め
開
催
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
、

三
重
県
高
齢
者
大
会
が
、
11
月
14

日
（
金
）
10
時
～

15
時

30
分
、

白
山
町
の
猪
倉
温
泉
「
し
ら
さ
ぎ

苑
」
で
行
わ
れ
ま
す
。
食
事
、
温

泉
付
き
で
す
。
参
加
費
２
０
０
０

円
は
、
本
部
、
支
部
で
負
担
し
ま

す
。支

部
は
、
施
設
の
送
迎
バ
ス

（
定
員
40
人
）
を
利
用
し
て
、
40

人
で
参
加
し
ま
す
。
希
望
者
は
、

先
着
順
で
す
の
で
、
早
い
目
に
、

役
員
か
「
き
ら
ら
」
配
布
者
、
勝

谷
（
℡
３
８
７
ー
０
３
８
３
）
ま

で
連
絡
し
て
下
さ
い
。

２
つ
の
大
会
を
成
功
さ
せ
よ
う

三
重
県
年
金
者
一
揆

三
重
県
高
齢
者
大
会

10
月
14
日

13
時
～

津
市
「
ア
ス
ト
津
」

11
月
14
日

10
時
～

白
山
町
「
し
ら
さ
ぎ
苑
」

子
や
孫
を
死
な
せ
た
く
な
い

７
月
２
日
頃
か
ら
、
自
衛
隊
の

高
校
生
対
象
の
募
集
チ
ラ
シ
に
三

重
県
教
育
委
員
会
が
名
前
を
出
し

た
こ
と
に
対
し
、
教
育
委
員
会
は

憲
法
を
守
っ
て
、
戦
争
を
急
ぐ
安

倍
政
権
に
軽
率
に
従
う
な
と
抗
議

し
ま
し
た
。

（
支
部
長

辻
井

良
和

記
）

で
す
。

自
ら
の
暮
ら
し
を
守
り
、
平
和

を
求
め
て
、
20
万
署
名
で
直
訴
し
、

年
金
者
一
揆
に
起
ち
ま
し
ょ
う
。

鈴
鹿
支
部
は
、
白
子
市
民
セ
ン

タ
ー
駐
車
場
に
集
ま
り
、
11
時
30

自
衛
隊
募
集
に
手
を
貸
す
教
育
委
員
会
に
抗
議

三重県教育委員会 2014 年９月 22 日

委員長 宮崎 恭典 様

教育長 山口千代己 様

鈴鹿市江島本町３１－３６

辻井 良和

（三重県年金者組合執行委員長）

自衛隊募集チラシへの三重県教育委員会

名称使用に抗議します。

本年７月２日頃から、三重県下各地の高等学校門前

で高校生宛に配布された自衛隊募集のチラシには、三

重県教育委員会の名称が印刷され、三重県及び三重県

教育委員会が、自衛隊募集の主体であるかのように上

位に印刷されています。

この事実に対し、すでに三重県下各団体からも教育

委員会に対する質問や抗議が寄せられている状況にあ

りますが、改めて三重県下の年金者組合員の多数者及

び、戦争の時代を生きた経験を持つ高齢者の立場から、

三重県教育委員会の行った軽率な行動に対し、強く抗

議します。

今日の自衛隊は、その出生の時から、警察の予備隊

と言い抜けて、戦争放棄と戦力の不保持を定めた憲法

９条に違反して設置され、その後自民党等の政府の

「憲法解釈」の拡大によって、保安隊、自衛隊と衣を

替えて今日の戦力を持つに至りました。しかも近年、

海外援助や後方警備の名目で海外に部隊を派遣し、一

触即発の危険な状況下におかれることが常態化してい

ます。しかも安倍内閣が「集団的自衛権」の行使容認

の閣議決定を行ったことによって、自衛隊を憲法に違

反すると考える国民は多数在り、国論は自衛隊の存在

について２分している状況にあります。

教育委員会は、今日と未来の三重県民の教育に全責

任を負う重大かつ厳粛な誇りと権威を持つ存在でなけ

ればなりません。教育委員会の歴史をたどれば、教育

委員は公選により国民から選出された公職者であり、

異なる政治的意見を持つ委員たちの共通の合意を前提

として活動を行ってきたものであります。今日県議会

同意の選任に変わったとは言え、異なる意見の尊重、

すなわち個人の尊重と基本的人権の最大の尊重という

憲法の基本的原則を前提としていることは明らかであ

ります。

教育基本法もまたこの原則を、憲法の精神に則りと

銘記してあることからも、三重県教育委員会はこの原

則を逸脱し、現政権の元で特定の考えに迎合し、或い

は従属したものとなり、教育委員会の誇りと権威を失っ

たといわざるを得ません。このような教育委員会の元

で私たちの子や孫を教育されることには恐怖を感じま

す。

教育委員会は、直ちに名称使用の許可を取り消し、

今後自衛隊の募集に関与しないことを明らかにされる

よう求め、厳重に抗議します。文書による回答を求め

ます。 以上

分
に
、
分
乗
し
て
出
発
し
ま
す
。

他
の
交
通
手
段
で
行
か
れ
る
方
は

現
地
集
合
で
す
。
参
加
希
望
者
は

勝
谷
（
℡
３
８
７
ー
０
３
８
３
）

ま
で
連
絡
し
て
下
さ
い
。

（
勝
谷

鐵
幸

記
）

抗議文



（３） 第２１１号 き ら ら ２０１４.９．２６

に
富
山
で
行
わ
れ
た
第
28
回
高
齢

者
大
会
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

第
一
日
目
は
、
富
山
大
学
で
学

習
講
座
・
分
科
会
・
移
動
分
科
会

が
あ
り
ま
し
た
。
私
は
12
分
科
会

「
住
民
参
加
で
地
域
ま
る
ご
と
支

え
あ
う
ま
ち
づ
く
り
」
の
と
り
く

み
に
参
加
し
ま
し
た
。
提
案
は
二

つ
。
一
つ
は
富
山
医
療
生
協
の

「
た
す
け
っ
と
ク
ラ
ブ
の
活
動
」
、

二
つ
目
は
石
川
県
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
た

す
け
愛
の
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
た
す
け

愛
の
活
動
」
で
し
た
。

た
す
け
っ
と
ク
ラ
ブ
の
活
動
は
、

９
月
12
日
（
金
）
13
日
（
土
）

医
療
生
協
の
組
合
員
内
で
の
た
す

け
あ
い
の
活
動
で
あ
り
、
石
川
県

の
た
す
け
愛
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
し

て
の
活
動
で
あ
る
と
こ
ろ
が
違
い

ま
す
が
、
ど
ち
ら
も
高
齢
期
に
な

り
一
人
で
は
自
立
し
た
生
活
が
で

き
に
く
く
な
っ
た
人
へ
の
サ
ポ
ー

ト
の
活
動
で
し
た
。

富
山
医
療
生
協
で
は
、
組
合
員

に
日
常
生
活
で
困
っ
て
い
る
こ
と
、

困
っ
て
い
る
内
容
で
お
手
伝
い
で

き
る
こ
と
（
自
分
の
特
技
を
活
か

す
）
等
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を

取
り
、
理
事
会
の
中
に
た
す
け
っ

と
事
務
局
・
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
を
組
織
し
そ
の
活
動
を
支
え

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
高

齢
の
組
合
員
に
喜
ば
れ
、
そ
の
活

動
は
年
々
大
き
く
な
っ
て
お
り
、

組
合
員
の
つ
な
が
り
も
強
く
な
っ

て
い
る
そ
う
で
す
。
愛
知
県
の
年

金
者
組
合
で
も
同
じ
よ
う
な
活
動

を
行
っ
て
い
る
と
い
う
発
言
も
あ

り
ま
し
た
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
た
す
け
愛
の
活
動

は
、
そ
の
範
囲
を
さ
ら
に
広
げ
、

送
迎
サ
ー
ビ
ス
・
配
食
サ
ー
ビ
ス
、

生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
等
を
各
地
域

で
行
っ
て
い
ま
す
。
年
間
６
千
万

円
程
の
事
業
に
な
っ
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
し
た
。

第
２
日
目
は
、
富
山
市
総
合
体

育
館
で
全
大
会
が
あ
り
ま
し
た
。

記
念
講
演
は
翻
訳
家
の
池
田
香
代

子
さ
ん
が
「
平
和
な
未
来
を
き
ず

く
」
と
い
う
演
題
で
話
を
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
沖
縄
の
代
表
が

「
辺
野
古
基
地
反
対
は
沖
縄
県
民

の
総
意
だ
。
」
と
発
言
さ
れ
大
き

な
拍
手
に
つ
つ
ま
れ
ま
し
た
。

来
年
度
は
和
歌
山
で
行
わ
れ
ま

す
。
富
山
の
実
行
委
員
長
か
ら
和

歌
山
の
実
行
委
員
長
に
バ
ト
ン
が

渡
さ
れ
固
い
握
手
の
中
で
全
体
会

が
終
わ
り
ま
し
た
。

皆
さ
ん
の
カ
ン
パ
で
行
か
せ
て

貰
い
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

（
参
加
支
部
組
合
員
、
伊
藤
純
雄
・
勝
谷
鐵

幸
・
桑
原

篤
・
澤
井
順
子
・
辻
井
良
和
・

三
輪
憲
司
・
山
下
久
美
子
ー
勝
谷

記
）

原
発
ゼ
ロ
と
平
和
を
求
め
て
ド
イ
ツ
の
旅

橋
詰

圭
一

（
３
）
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の

転
換
進
め
る
市
民
運
動

「
脱
原
発
の
取
り
組
み
」
を
学

ぶ
の
は
、
旅
行
の
目
的
の
一
つ
だ
。

ベ
ル
リ
ン
市
内
で
、
「
安
全
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
倫
理
委
員
会
」

元
メ
ン
バ
ー
の
ミ
ラ
ン
ダ
・
Ａ
・

シ
ュ
ラ
ー
さ
ん
か
ら
お
話
し
を
聞

く
こ
と
が
出
来
た
。
ミ
ラ
ン
ダ
さ

ん
は
米
国
生
ま
れ
で
日
本
に
も
留

学
し
、
流
ち
ょ
う
な
日
本
語
で
話

さ
れ
た
。
日
本
で
の
講
演
や
新
聞

に
も
た
び
た
び
登
場
し
て
い
る
。

日
本
で
出
版
さ
れ
て
い
る
「
ド

イ
ツ
は
脱
原
発
を
選
ん
だ
」
（
岩

波
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
）
を
事
前
に
読

ん
で
お
い
た
の
で
話
の
中
身
は
す

ぐ
理
解
で
き
が
、
こ
こ
で
は
書
き

切
れ
な
い
。
ぜ
ひ
読
ん
で
く
だ
さ

い
。
ひ
と
つ
触
れ
る
と
す
れ
ば
、

ド
イ
ツ
で
は
国
の
重
要
な
政
策
を

決
め
る
と
き
に
「
倫
理
委
員
会
」

作
り
、
倫
理
的
観
点
、
持
続
的
発

展
の
観
点
か
ら
検
証
し
、
そ
の
報

告
を
も
と
に
、
国
民
的
議
論
を
ど

う
す
す
め
て
い
く
か
と
い
う
こ
と

が
重
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
後
ド
イ

ツ
は
脱
原
発
に
政
策
転
換
し
た
が
、

福
島
原
発
事
故
は
さ
ら
に
大
き
な

衝
撃
を
与
え
た
と
い
う
。
福
島
原

発
の
汚
染
水
は
い
ま
だ
に
太
平
洋

に
た
れ
流
さ
れ
て
い
る
が
、
川
の

水
で
冷
却
す
る
ド
イ
ツ
で
事
故
が

起
き
た
ら
ど
う
な
る
か
・
・
・
。

国
会
議
事
堂
に
行
く
。
屋
上
に

ガ
ラ
ス
張
り
の
大
き
な
ド
ー
ム
が

あ
り
見
学
者
か
ら
は
、
そ
の
下
の

議
場
も
見
え
る
。
ま
さ
に
ガ
ラ
ス

張
り
。
驚
く
こ
と
に
電
力
は
全
て

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
ま
か
な
っ
て

い
る
。
太
陽
光
パ
ネ
ル
、
バ
イ
オ

マ
ス
発
電
、
下
水
コ
ー
ジ
ェ
ネ
な

ど
。ワ

イ
マ
ー
ル
市
の
隣
の
人
口
１

８
０
０
人
の
小
さ
な
ま
ち
、
ノ
ー

ラ
市
に
行
く
。
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

１
０
０
％
の
ま
ち
の
市
長
さ
ん
と

技
術
者
に
説
明
を
聞
き
、
ソ
ー
ラ
ー

施
設
、
バ
イ
オ
マ
ス
施
設
を
見
学
。

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
後
に
市
民

の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
で
、
「
街
作
り

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
に
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
プ
ラ
ン
ト
の
計
画
が
盛
り

込
ま
れ
た
と
の
こ
と
。

「
脱
原
発
の
取
り
組
み
」
で
学

ば
さ
れ
る
の
は
、
市
民
の
声
が
国

の
政
策
に
反
映
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

多
彩
な
市
民
運
動
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
で
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
協
同
組

合
」
を
作
り
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
、

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
施
設
な
ど
を
自

ら
作
り
、
電
力
会
社
と
も
交
渉
し

な
が
ら
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
を

す
す
め
て
い
る
こ
と
、
な
ど
。
目

か
ら
鱗
だ
。

日
本
で
も
そ
う
い
う
市
民
運
動

は
各
地
で
生
ま
れ
つ
つ
あ
る
。
も
っ

と
学
び
、
議
論
し
、
行
動
し
な
く

て
は
と
思
っ
た
ド
イ
ツ
旅
行
で
し

た
。

（
お
わ
り
）

ノーラ市長さんに自然エネル
ギーへの思いを聞く

写真提供 橋詰 圭一

高
齢
者
へ
の
サ
ポ
ー
ト
活
動

日
本
高
齢
者
大
会
in
富
山

桑
原

篤

おわら風の盆を演じる八尾高校生
写真提供 勝谷 鐵幸



３
時
間
を
温
泉
と
食
事
に
使
い
、

ゆ
っ
く
り
し
た
旅
で
し
た
。

参
加
し
た
皆
さ
ん
は
、
温
泉
の

良
さ
に
感
激
し
、
長
い
距
離
に
も

苦
情
は
出
ま
せ
ん
で
し
た
。

次
回
は
、
10
月
23
日
（
木
曜
）

岐
阜
市
の
喜
多
の
湯
六
条
温
泉
。

出
発
時
間
８
時
30
分
。
参
加
費
三

千
五
百
円
。
申
し
込
み

10
月

18

日
ま
で
、
定
員
22
人
ま
で
。

（
辻
井

良
和

記
）

（
９
・
17
実
施
〉

あ
る
人
は
、
プ
リ
ン
タ
ー
を
動

か
す
ド
ラ
イ
バ
ー
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
に
挑
み
、
あ
る
人
は
チ
ラ
シ
の

作
成
に
、
「
き
ら
ら
」
を
作
っ
て

長
野
県
の
最
南
端
、
平
谷
村
の

「
ひ
ま
わ
り
の
湯
」
は
、
山
の
中

の
少
し
ば
か
り
の
平
地
に
、
小
さ

な
プ
ー
ル
ほ
ど
の
露
天
風
呂
を
持

つ
、
良
質
の
源
泉
温
泉
で
す
。
泊

ま
っ
て
温
泉
療
治
す
る
こ
と
も
出

来
ま
す
。

一
行
20
人
は
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス

で
恵
那
山
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
た
園

原
イ
ン
タ
ー
か
ら
約
20
分
で
到
着
。

温
泉
め
ぐ
る
会

サ
ー
ク
ル
短
信

９
月
例
会

温泉を楽しだ皆さん 写真提供 辻井 良和

パ
ソ
コ
ン
教
室

（４）第２１１号 き ら ら ２０１４．９．２６

好
天
に
恵
ま
れ
た
９
月

17
日

に
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
で
、
男
５

名
女

11
名
の

16
名
で
４
ゲ
ー
ム

を
行
い
ま
し
た
。

優
勝
は
４
ゲ
ー
ム
ト
ー
タ
ル

84
で
白
石
初
美
さ
ん
で
し
た
。

ブ
ー
ビ
ー
賞
は
初
参
加
の
川
戸

幸
一
さ
ん
。
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン

は
、
岡
洋
子
さ
ん
と
奥
山
正
子

さ
ん
、
小
林
昭
枝
さ
ん
、
白
石

初
美
さ
ん
、
豊
留
和
子
さ
ん
、

山
際
節
子
さ
ん
が
各
１
回
で
し

た
。初

参
加
の
川
戸
幸
一
さ
ん
の

感
想
「
今
回
初
め
て
グ
ラ
ン
ド

ゴ
ル
フ
に
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。
自
然
に
恵
ま
れ
以
前
の

荒
神
山
と
は
全
く
違
い
、
花
の

環
境
も
良
く
、
多
く
の
方
と
楽

し
く
過
ご
せ
て
幸
せ
で
し
た
。

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
は
簡
単
と
思
っ

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ

優
勝
は
白
石
初
美
さ
ん

い
る
勝
谷
書
記
長
を
指
導
に
来
て

も
ら
い
、
「
編
集
長
」
の
使
い
方

を
よ
り
深
く
ま
な
び
、
あ
る
人
は

カ
ラ
オ
ケ
を
パ
ソ
コ
ン
で
出
来
る

ソ
フ
ト
の
、
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
と
操

作
を
練
習
し
ま
し
た
。
橋
詰
さ
ん

も
大
活
躍
で
し
た
。

次
回
は
、
10
月
１
・
15
日
の
水

曜
日
、
13
時
か
ら
15
時
ま
で
、
白

子
コ
ミ
セ
ン
で
す
。

（
樋
口

公
允

記
）

９
月
９
日
（
火
）
午
後
１
時
30

分
か
ら
白
子
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ

ン
タ
ー
の
２
階
ホ
ー
ル
で
第
１
回

て
い
ま
し
た
が
以
外
に
難
し
か
っ

た
で
す
。
し
か
し
、
運
良
く
ブ
ー

ビ
ー
賞
を
頂
く
こ
と
が
出
来
、
こ

れ
か
ら
も
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
す

の
で
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
」

次
回
は

10
月

15
日
（
水
）
午

前
９
時
か
ら
、
雨
天
時
は

10
月

17
日
（
金
）
に
な
り
ま
す
。
場
所

は
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
で
す
。

（
松
田

二
郎

記
）

10
日
に
９
月
例
会
を
お
こ
な
い

ま
し
た
。
見
学
の
方
お
二
人
に
来

て
頂
き
、
時
の
た
つ
の
を
忘
れ
、

楽
し
く
唄
い
ま
し
た
。

次
回
は
、
10
月
８
日
（
水
）
ジ
ャ

パ
ン
カ
ラ
オ
ケ
中
央
店

11
時
か
ら
４
時
ま
で
、
参
加
費
三

〇
〇
円
、
お
昼
は
各
自
で
。

（
熊
給
富
子
、
佐
藤
晴
衣

記
）

カ
ラ
オ
ケ
を
楽
し
む
会

卓
球
を
楽
し
も
う

山
の
中
、
良
質
で
大
き

な
露
天
風
呂

ひ
ま
わ
り
の
湯

第
１
回
卓
球
を
楽
し
も
う

写
真
提
供

勝
谷
鐵
幸

目
の
卓
球
サ
ー
ク
ル
を
実
施
し
ま

し
た
。
８
名
の
方
が
参
加
し
ま
し

た
。
昔
、
会
社
の
寮
や
昼
休
み
に

卓
球
や
バ
レ
ー
を
し
た
こ
と
な
ど
、

わ
き
あ
い
あ
い
と
話
を
し
な
が
ら

２
時
間
ほ
ど
楽
し
く
汗
を
流
し
ま

し
た
。

10
月
の
例
会
は
、
10
月

17
日

（
金
）
13
時
30
分
～
15
時
30
分
、

白
子
コ
ミ
セ
ン
ホ
ー
ル
で
す
。

※
10
月
14
日
（
火
）
に
予
定
を
し

て
い
た
の
で
す
が
、
そ
の
日
は
年

金
者
一
揆
の
日
で
す
の
で
、
10
月

17
日
（
金
）
に
変
更
し
ま
し
た
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
桑
原

篤

記
）

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操

（
24
）

床
の
上
に
座
り
、
両
足
は
体
よ
り
広
く
取
り
、
腰

は
そ
の
ま
ま
に
し
て
両
手
を
肩
幅
で
前
に
伸
ば
し
て
、

額
が
床
に
着
く
よ
う
に
伸
ば
し
ま
す
。
そ
し
て
お
腹

が
床
に
着
く
ま
で
足
を
広
め
ま
す
。

効
果両

肩
が
上
に
良
く
伸
び
ま
す
、
腰
を
支
え
る
筋
肉

も
伸
び
ま
す
。
両
足
の
前
の
太
股
の
筋
肉
が
伸
び
姿

勢
が
良
く
な
り
ま
す
。

（
梅
田

全
美

記
）



10

月
例
会
は
、
熊
野
古
道
の

「
八
鬼
山
越
え
」
（
６
２
７
ｍ
）

（
大
曾
根
浦
→
三
木
里
）
で
す
。

難
度

★

脚
力

★
★

日
時

10
月
17
日
（
金
）
、
歩
行

時
間
約
６
時
間
、
集
合
時
刻
午
前

６
時
、
集
合
場
所
鈴
鹿
市
文
化
会

館

第
三
駐
車
場
、
出
欠
連
絡
先

岡
本
三
千
子
、
前
田
純

（
前
田

純

記
）

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

（
林

和
代

記
）

９
月
の
例
会
は
、
５
日
、
ジ
ェ

フ
リ
ー
す
ず
か
に
て
、
６
人
の
出

席
で
し
た
。

脳
ト
レ
と
漢
字
の
ド
リ
ル
を
し

ま
し
た
。
漢
字
の
読
み
方
と
意
味

を
間
違
い
や
す
い
言
葉
の
問
題
で

す
。
★
姑
息
な
手
段
を
と
る
→

（
正
）
一
時
し
の
ぎ
（
誤
）
卑
怯

な

ず
る
い
。
★
や
お
ら
身
を
起

こ
す
→
（
正
）
ゆ
っ
く
り
と
（
誤
）

い
き
な
り
。
★
歌
の
さ
わ
り
を
聴

く
→
（
正
）
一
番
良
い
部
分
（
誤
）

最
初
の
部
分
。

次
回
は
、
10
月
２
日
（
木
）
９

時
30
分
、
ジ
ェ
フ
リ
ー
す
ず
か
研

修
室
Ｂ
で
す
。

（
太
田

和
美

記
）

９
月
23
日
（
火
）
、
快
晴
、
参

加
者
は
13
名
。

高
速
伊
勢
道
を
走
り
玉
城
イ
ン

タ
ー
よ
り
サ
ニ
ー
ロ
ー
ド
に
入
り

南
伊
勢
町
の
相
賀
浦
に
９
時
に
到

着
。
９
時

20
分
登
山
口
で
あ
る

「
海
ぼ
う
ず
」
横
を
出
発
。

局
ケ
頂
は
高
度
は
低
い
に
も
か

か
わ
ら
ず
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
が
多
く

汗
を
か
き
か
き
の
歩
行
と
な
っ
た

が
、
途
中
に
は
太
平
洋
が
も
ろ
に

望
め
素
晴
ら
し
い
景
色
を
見
な
が

ら
の
登
山
と
な
り
ま
し
た
。

11
時
40
分
頂
上
に
到
着
。
食
事

後
、
12
時
35
分
に
頂
上
を
出
発
。

14
時
30
分
に
駐
車
場
に
無
事
到
着
。

本
日
の
登
山
は
、
天
気
も
良
く
、

眺
望
も
良
く
、
且
つ
賑
や
か
な
楽

し
い
山
行
と
な
り
ま
し
た
。

（
前
田

純

記
）

局
ケ
頂

９
月
例
会

山
歩
会

（
３
１
０
ｍ
）

（５） 第２１１号 き ら ら ２０１４.９．２６

９
月
は
17
日
に
ホ
テ
ル
ハ
イ
シ

テ
ィ
ー
セ
レ
ン
テ
で
の
例
会
で
し

た
。
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
人
た
ち

が
帰
り
に
寄
っ
て
く
れ
て
に
ぎ
や

か
に
な
り
ま
し
た
。

次
回

10
月
は

25
日
の
土
曜
日

で
す
。
場
所
は
西
条
マ
ル
ヤ
ス
の

お
隣
の
「
港
屋
」
さ
ん
で
す
。
時

間
は

11
時

30
分
か
ら
で
す
。
皆

様
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

（
本
堂

た
き
子

記
）

音
読
の
会

花
を
め
ぐ
る
会

お
い
し
い
会

映
画
の
会

女
性
部
サ
ー
ク
ル

正
美
さ
ん
の
よ
み･

か
き
教
室

か
よ
ち
ゃ
ん
の
手
芸
教
室

10
月
は
、
10
月
28
日
（
火
）
13

時
～
16
時
、
岡
田
集
会
所
で
す
。

（
山
中

加
代
子

記
）

コ
ミ
バ
ス
を
よ
く
す
る
会
で
は

９
月
20
日
、
マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ
ー

鈴
鹿
店
（
カ
ー
マ
横
）
で
ア
ン
ケ
ー

ト
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

10
月
は
、
10
月
29
日
（
水
）
、

１
時
半
か
ら
、
映
画
「
武
士
の
一

分
」
（
原
作
藤
沢
周
平
）
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

大
広
間
、
参
加
費
二
百
円
。

（
辻
井

豊
子

記
）

て
っ
ぺ
ん
の
芽
を
摘
む
と
途
中
か
ら
わ
き
芽
が

い
っ
ぱ
い
出
て
き
て
花
芽
も
つ
い
て
こ
れ
も
大

収
穫
と
な
り
ま
し
た
。

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
は
苗
が
生
長
す
る
際
に
わ
き

芽
（
わ
き
芽
で
は
な
く
実
で
す
）
が
次
か
ら
次

に
出
て
き
ま
す
が
、
こ
と
ご
と
く
摘
ん
で
し
ま

い
ま
す
。
適
当
な
と
こ
ろ
で
上
の
方
の
一
つ
を

残
し
、
そ
の
後
も
わ
き
芽
は
摘
ん
で
、
栄
養
が

一
つ
に
行
く
よ
う
に
し
ま
す
。
立
派
な
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
が
出
来
ま
し
た
。
摘
ん
だ
わ
き
芽
（
実

で
す
）
は
、
ヤ
ン
グ
コ
ー
ン
と
し
て
食
べ
ま
し

た
。

（
安
部

博
史

記
）

家
庭
菜
園
を
し
て
い
ま
す
。
夏
野
菜
が
順

調
で
し
た
。
特
に
今
年
は
知
識
が
Ｕ
Ｐ
し
た

（
本
人
だ
け
が
思
っ
て
い
る
）
お
か
げ
で
、

大
豊
作
と
な
り
ま
し
た
。

ち
ょ
っ
と
勉
強
、
そ
れ
は
「
わ
き
め
」
で

す
。
野
菜
の
種
類
に
よ
っ
て
、
わ
き
芽
を
摘

む
か
伸
ば
す
の
か
で
す
。
例
え
ば
ミ
ニ
ト
マ

ト
は
、
わ
き
芽
を
こ
ま
め
に
摘
ん
で
、
本
体

を
２
ｍ
以
上
に
成
長
さ
せ
ま
す
。
す
る
と
花

芽
の
房
が
次
か
ら
次
に
出
て
き
ま
す
。
30
粒

く
ら
い
の
実
を
つ
け
る
房
も
あ
り
ま
す
。
１

本
の
苗
か
ら
二
五
〇
粒
以
上
の
収
穫
が
で
き

ま
し
た
。

キ
ュ
ウ
リ
は
逆
に
２
ｍ
位
に
成
長
し
た
ら
、

ち
ょっと勉強

わきめ

９
時
半
か
ら
３
時
半
ま
で
の
６

時
間
を
、
９
名
の
会
員
で
行
い
ま

し
た
が
、
２
０
６
人
の
方
に
ア
ン

ケ
ー
ト
を
書
い
て
い
た
だ
き
、
１

名
の
方
が
入
会
さ
れ
ま
し
た
。
一

日
で
２
０
０
を
超
え
た
の
は
初
め

て
で
す
。

こ
の
ス
ー
パ
ー
は
１
０
０
％
自

動
車
で
来
る
の
だ
け
れ
ど
、
あ
と

５
年
10
年
後
に
車
に
乗
れ
な
く
な
っ

た
と
き
の
た
め
に
と
、
多
く
の
方

が
立
ち
寄
っ
て
く
れ
ま
す
。

（
橋
詰

圭
一

記
）

８
月
29
日
（
金
）

伊
勢
山
上

（
３
８
０
ｍ
）
参
加
者

４
名
。

９
月
21
日
（
日
）
経
塚
山
【
北

ど
ん
が
め
グ
ル
ー
プ

霊
仙
山
】
（
１
０
８
４
ｍ
）
参
加

者
11
名
。
７
合
目
を
過
ぎ
る
と
石

灰
岩
の
点
在
す
る
大
高
原
が
広
が

り
、
伊
吹
山
、
琵
琶
湖
を
望
む
展

望
は
素
晴
ら
し
か
っ
た
。

10
月
例
会
は
、
都
合
に
よ
り
お

休
み
し
ま
す
。
11
月
ま
で
お
待
ち

く
だ
さ
い
。
（
足
立
房
枝

記
）

９
月
コ
ス
モ
ス
の
予
定
が
お
天

気
具
合
が
悪
く
、
き
れ
い
な
花
が

遅
れ
て
い
ま
す
。
10
月
に
ず
れ
込

む
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

10
月
は
20
日
過
ぎ
に
花
の
都
合

に
よ
り
、
な
ば
な
の
里
の
ダ
リ
ア

９
月
19
日
（
金
）
に
開
き
ま
し

た
。
作
品
の
合
評
会
と
先
生
の
添

削
を
終
え
、
コ
ー
ヒ
ー
と
お
菓
子

で
休
憩
。
加
藤
先
生
が
用
意
し
て

く
れ
た
テ
レ
ビ
の
録
画
を
観
、
戦

没
学
生
の
手
記
「
わ
だ
つ
み
の
こ

え
」
を
よ
み
ま
し
た
。

次
回
は
、
10
月
17
日
（
金
）
13

時
30
分
ジ
ェ
フ
リ
ー
す
ず
か
で
す
。

（
辻
井

豊
子

記
）

最
多
の
ア
ン
ケ
ー
ト
集
ま
る

アンケート活動
写真提供 橋詰 圭一



木
村
久
夫

昭
和
十
七
年
四
月
京
都
大
学
経
済
学
部
に
入
学
。
同

年
十
月
一
日
入
営
。
昭
和
二
十
一
年
五
月
二
十
三
日
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
、
チ
ャ
ン
ギ
イ
刑
務
所
に
於
い
て
戦
犯
刑
死
。
二
十
八
歳
。
陸

軍
上
等
兵
。
（
以
下
、
適
当
に
抜
粋
）

「
凡
て
の
物
語
が
私
の
死
後
よ
り
始
ま
る
の
は
悲
し
い
が
、

私
に
か
は
る
も
つ
と
も
つ
と
立
派
な
頭
の
聰
明
な
人
が
こ

れ
を
見
且
指
導
し
て
行
っ
て
呉
れ
る
で
あ
ら
う
。
何
と
云
っ

て
も
日
本
は
根
底
か
ら
変
革
し
、
構
成
し
直
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
若
き
学
徒
の
活
躍
を
折
る
。

も
う
書
く
こ
と
は
な
い
。
愈
々
死
に
赴
く
。
皆
様
お
元
気

で
。
さ
や
う
な
ら
。
さ
や
う
な
ら
。
」

（６）第２１１号 き ら ら ２０１４．９．２６

き
ら
ら
文
芸

短
歌

藤
井
美
知
子

町
角
の
溝
の
隙
か
ら
蒲
の
穂
が
古
代
は
水
辺
時
の
証
人

両
側
に
彼
岸
花
咲
く
道
行
け
ば
浄
土
み
た
い
と
散
歩
の
友
が

俳
句

暑
く
て
も
虫
の
音
色
が
秋
を
告
げ

梅
田
全
美

稲
刈
り
の
音
を
響
か
す
お
盆
か
な

早
打
ち
の
花
火
師
闇
を
走
り
け
り

東
口
正
男

嫁
漬
け
し
秋
の
茄
子
を
ほ
め
に
け
り

な

す

び

川
柳

ア
ベ
ミ
ク
ス
蟋
蟀
の
声
す
ぐ
不
況

余
志
嘉
壽

こ
お
ろ
ぎ

蝉
の
声
消
費
税
捨
ッ
シ
ャ
と
鳴
き
続
く

シ
ャ

わ
た
し
と
憲
法

宮
﨑

ヨ
シ
子

六
十
九
年
前
の
敗
戦
時
、
私
は

五
歳
で
し
た
。
五
歳
と
い
う
年
令

の
た
め
、
悲
し
い
か
な
私
の
記
憶

の
中
に
『
戦
争
』
と
い
う
思
い
は

あ
り
ま
せ
ん
。
で
す
が
、
五
歳
で

外
地
か
ら
引
き
揚
げ
て
き
た
時
の

こ
と
は
、
継
続
的
で
は
な
く
、
ポ

ツ
ン
、
ポ
ツ
ン
と
で
す
が
思
い
出

し
ま
す
。
そ
し
て
、
引
き
揚
げ
て

来
て
か
ら
の
生
活
が
、
さ
み
し
く

て
、
悲
し
い
思
い
出
だ
け
は
続
い

て
い
ま
し
た
。

中
学
生
に
な
り
、
社
会
の
授
業

で

「
日
本
国
憲
法
」
を
習
い
ま

し
た
。
そ
し
て
、
第
二
章
「
戦
争

の
放
棄
」
を
聞
い
た
時
の
思
い
だ

け
は
強
く
残
っ
て
い
ま
す
。
今
は
、

真
っ
暗
な
ト
ン
ネ
ル
の
中
の
生
活

だ
け
ど
、
将
来
的
に
は
長
い
、
長

い
ト
ン
ネ
ル
の
さ
き
に
、
ち
っ
ち
ゃ

な
明
る
い
光
が
輝
い
て
い
る
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
を
描
き
ま
し
た
。
戦

争
の
な
い
社
会
が
実
現
で
き
る
ん

だ
と
思
い
ま
し
た
。
『
永
久
に
こ

れ
を
放
棄
す
る
』
と
い
う
こ
と
ば

に
力
強
さ
を
感
じ
、
す
ご
く
う
れ

し
い
気
持
ち
に
な
っ
た
こ
と
を
思

い
出
し
ま
す
。

そ
し
て
、
今
で
も
、
時
々
こ
の
イ

メ
ー
ジ
像
を
思
い
浮
か
べ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
真
っ
暗
な
長
い
ト

ン
ネ
ル
の
中
の
生
活
は
ど
れ
ほ
ど

よ
く
な
っ
て
き
て
い
る
の
か
。
ず
ー

と
先
に
あ
っ
た
希
望
の
光
に
は
、

ど
れ
ほ
ど
近
づ
い
て
き
て
い
る
の

か
。
実
際
、
実
現
可
能
な
の
か
と
。

頭
の
中
を
い
ろ
い
ろ
と
駆
け
巡
り

ま
す
。

来
年
、
戦
後
七
十
年
を
迎
え
る

と
き
、
私
を
含
む
国
民
一
人
ひ
と

り
が
、
平
和
を
作
る
た
め
の
働
き

を
ど
の
よ
う
に
し
た
の
か
、
問
わ

れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

世
界
中
、
戦
争
の
な
い
、
平
和

な
世
界
が
、
一
刻
も
早
く
実
現
出

来
る
事
を
切
に
願
っ
て
い
ま
す
。

女

性

部

よ

み

か

き

教

室

（

９

月

）
三
林
保
子

文
月
の
用
件
の
み
の
メ
ー
ル
か
な

【
話
し
合
い
】
挨
拶
も
何
も
い
ら
ず
、

簡
単
。
け
ど
、
肉
筆
の
手
紙
も
恋
し

い
。
「
文
月
」
の
文
も
ど
こ
か
へ
飛

ん
で
っ
た
。

名
月
や
気
ま
ぐ
れ
雲
に
か
く
さ
れ
し

【
話
し
合
い
】
「
気
ま
ぐ
れ
雲
」
に

お
か
し
み
。
ま
た
現
れ
る
よ
。
名
月

さ
ん
を
待
と
う
。

辻
井
豊
子

す
い
と
ん
の
飛
び
入
り
あ
り
て
百
の
会
子
ら
に
は
二
度
と
こ
れ
作
る
ま
じ

【
話
し
合
い
】
「
百
の
会
」
は
、
こ
の
度
立
ち
あ
が
っ
た
八
十
歳
以
上
の

女
性
の
会
。
途
中
、
或
る
人
が
「
す
い
と
ん
」
を
持
っ
て
参
上
。
戦
時
・

戦
後
の
食
糧
難
の
産
物
。
だ
が
、
こ
の
「
す
い
と
ん
」
は
お
い
し
か
っ
た
。

ど
う
し
よ
う

か
け
が
え
の
な
い
彼
が
逝
く
鬼
女
は
深
夜
に
紫
蘇
ジ
ュ
ー

ひ
と

ス
炊
く

【
話
し
合
い
】
優
し
か
っ
た
人
を
偲
ん
で
、
鬼
女
の
「
私
」
は
只
々
、
紫

蘇
を
炊
く
の
だ
、
深
夜
ま
で
。

糸
柳
昿
子

孫
か
ら
の
電
話
が
あ
り
て
嬉
し
け
り
敬
老
の
日
の
遅
き
夕
ぐ
れ

【
話
し
合
い
】
孫
も
忙
し
い
の
だ
ろ
う
。
「
遅
き
」
に
意
味
が
深
い
。

短
歌

俳
句

月
み
て
も
心
楽
し
く
な
ら
ざ
り
き
庶
民
お
き
ざ
り
武
器
売
る
総
理

【
話
し
合
い
】
折
角
の
名
月
な
の
に
、
な
ん
た
る
総
理
。

『
き
け

わ
だ
つ
み
の
こ
え
』

（
日
本
戦
没
学
生
の
手
記
）
を
読
む
。



（７） 第２１１号 き ら ら ２０１４.９．２６

本
人
の
学
校
、
料
亭
、
寺
院
な
ど

で
し
た
。
私
の
家
族
は
大
き
な
料

亭
に
一
先
ず
落
ち
着
き
ま
し
た
。

そ
の
と
き
出
さ
れ
た
砂
糖
湯
は
身

体
中
が
と
ろ
け
て
し
ま
い
そ
う
な

ほ
ど
美
味
し
く
思
い
ま
し
た
。
し

か
し
こ
の
平
和
な
気
持
も
長
く
は

続
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
限
界
ま
で

来
て
い
た
疲
れ
と
飢
え
に
体
力
は

も
う
持
ち
こ
た
え
ら
れ
な
く
な
っ

て
い
ま
し
た
。
そ
れ
に
追
い
討
ち

を
か
け
る
よ
う
に
発
疹
チ
フ
ス
が

流
行
り
始
め
ま
し
た
。
ま
ず
弱
っ

て
い
た
小
さ
な
子
供

高
齢
者
そ

し
て
大
人
の
人
も
次
か
ら
次
へ
と

襲
わ
れ
亡
く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

「
あ
の
子
の
声
が
聞
こ
え
な
い
」

「
隣
で
寝
て
い
た
人
が
今
朝
・
・
」

「
あ
の
人
も
」
と
い
う
よ
う
に
一

日
に
何
人
も
で
す
。
亡
く
な
る
人

の
多
さ
に
棺
桶
は
間
に
合
わ
な
く

な
り
、
火
葬
場
も
処
理
能
力
を
超

え
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
こ
ろ

に
な
る
と
撫
順
は
零
下
20
度
位
ま

で
気
温
が
下
が
る
の
は
珍
し
い
こ

と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
亡
く
な
っ

た
人
は
使
わ
れ
な
く
な
っ
た
防
空

壕
へ
一
時
安
置
し
ま
し
た
。
と
い
っ

て
も
ど
ん
ど
ん
重
ね
て
置
い
て
い

き
ま
す
。
一
晩
で
冷
凍
人
間
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
特
に
開
拓
団
の

方
々
は
窓
ガ
ラ
ス
は
壊
れ
た
ま
ま

の
学
校
で
、
暖
房
も
な
く
夏
服
の

ま
ま
、
毛
布
も
な
く
冷
た
い
床
で

厳
し
い
冬
を
越
さ
ね
ば
な
ら
な
か
っ

た
の
で
す
。

日
照
時
間
が
長
く
な
り
少
し
ず

つ
暖
か
さ
が
感
じ
ら
れ
る
こ
ろ
の

あ
る
日
、
荷
車
が
何
台
か
で
冷
凍

人
間
に
な
っ
て
い
る
死
体
を
静
か

に
運
ん
で
い
く
の
を
見
ま
し
た
。

こ
の
様
子
も
一
生
忘
れ
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
私
の
先
輩
（
当
時

中
学
生
）
は
そ
の
穴
掘
り
を
し
た

そ
う
で
す
。

満
鉄
社
員
は
撫
順
の
社
員
の
社

宅
に
一
家
族
一
部
屋
で
受
け
入
れ

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
、
料
亭

か
ら
出
ま
し
た
。
ま
た
羅
津
鉄
道

局
の
社
員
は
炭
鉱
当
局
の
配
慮
で

各
部
署
に
配
属
さ
れ
、
更
に
撫
順

前
田

和
子
さ
ん

い
つ
も
コ
ミ
バ
ス
の
ア
ン
ケ
ー

ト
活
動
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て

い
る
方
を
訪
ね
ま
し
た
。

太
平
洋
戦
争
が
始
ま
っ
て
間
も

な
い
頃
の
昭
和
17
年
に
鈴
鹿
市
の

箕
田
で
生
ま
れ
ま
し
た
。

22
歳
で
四
日
市
へ
嫁
ぎ
男
の
子

を
授
か
り
ま
し
た
が
、
そ
の
子
供

を
病
気
で
亡
く
し
失
意
の
あ
ま
り
、

実
家
に
戻
ら
れ
ま
し
た
。
ご
病
気

と
は
い
え
18
歳
ま
で
育
て
上
げ
た

最
愛
の
一
人
息
子
に
先
立
た
れ
、

そ
れ
な
り
の
ご
苦
労
も
お
あ
り
だ
っ

た
と
推
察
し
ま
す
が
、
そ
ん
な
暗

さ
は
微
塵
も
感
じ
ら
れ
ま
せ
ん
。

実
家
に
戻
り
８
年
位
経
っ
た
頃

現
在
の
夫
さ
ん
と
め
ぐ
り
逢
い
、

今
か
ら
22
、
３
年
前
に
再
婚
さ
れ
、

若
松
に
二
人
で
暮
ら
し
て
見
え
ま

す
。
夫
さ
ん
は
仕
事
の
関
係
で
10

年
ほ
ど
海
外
生
活
を
経
験
さ
れ
た

せ
い
か
、
今
で
も
時
々
ふ
ら
っ
と

出
か
け
て
１
年
の
内
３
ヶ
月
く
ら

い
は
外
国
暮
ら
し
だ
そ
う
で
す
。

一
緒
に
行
か
れ
な
い
ん
で
す
か
と

お
聞
き
し
た
ら
「
べ
っ
た
り
は
厭

で
い
つ
も
別
行
動
な
の
、
お
互
い

に
好
き
な
こ
と
を
し
て
い
ま
す
」

と
笑
っ
て
答
え
ら
れ
ま
し
た
。
ご

夫
婦
の
信
頼
関
係
の
機
微
が
垣
間

見
え
た
瞬
間
で
し
た
。

最
後
に
ご
自
分
の
Ｐ
Ｒ
を
と
お

願
い
し
た
ら
「
い
つ
も
明
る
く
前

向
き
」
と
即
座
に
返
っ
て
き
ま
し

た
。そ

の
ひ
た
む
き
さ
が
日
頃
の
活

動
に
結
び
つ
い
て
い
る
の
だ
と
思

い
感
心
し
、
逆
に
こ
ち
ら
が
元
気

を
も
ら
っ
て
帰
り
ま
し
た
。

文

中
川

信
子

写
真

勝
谷

鐵
幸

羅
津
か
ら
撫
順
そ
し
て
引
揚
げ

⑤

お
元
気
で
す
か

『
撫
順
』

図
們
で
恐
ろ
し
い
体
験
を
し
た

と

も

ん

あ
と
で
敗
戦
と
聞
き
、
と
に
か
く

も
う
あ
の
よ
う
な
恐
ろ
し
い
思
い

か
ら
解
放
さ
れ
た
の
だ
と
ホ
ッ
と

し
ま
し
た
。

８
月
19
日
撫
順
に
着
き
ま
し
た
。

撫
順
は
満
鉄
が
経
営
す
る
石
炭
の

露
天
掘
り
で
有
名
な
炭
鉱
の
街
で

す
。
そ
こ
へ
敗
戦
国
民
の
日
本
人

が
避
難
民
と
な
っ
て
各
地
か
ら
流

れ
込
み
ま
し
た
。
牡
丹
江
、
ハ
ル

ピ
ン
、
チ
ャ
ム
ス
他
北
部
の
ま
ち

か
ら

ま
た
遅
れ
て
10
月
こ
ろ
に

は
満
蒙
開
拓
団
の
人
々
も
。
取
り

あ
え
ず
収
容
所
と
な
っ
た
の
は
日

山
門

リ
ヨ
子

組
合
員
訪
問
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

第
110
回

私
の
戦
争
体
験
記

社
員
の
方
の
お
給
料
の
30
％
を
避

難
社
員
の
た
め
に
当
て
て
く
だ
さ
っ

た
そ
う
で
す
。
そ
れ
で
も
生
活
は

大
変
苦
し
く
、
私
た
ち
子
供
も
炭

鉱
帰
り
の
人
た
ち
に
お
餅
や
お
饅

頭
を
売
っ
た
り
し
ま
し
た
。

撫
順
に
落
ち
着
い
て
２
ヶ
月
ほ

ど
も
た
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
図
們

の
爆
撃
の
あ
と
行
方
不
明
に
な
っ

て
い
た
妹
が
見
つ
か
っ
た
の
で
す
。

怪
我
も
せ
ず
、
病
気
に
も
な
ら
な

い
で
無
事
に
。
奇
跡
の
よ
う
で
し

た
。
羅
津
の
社
宅
で
近
く
に
住
ん

で
い
た
方
の
お
世
話
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。
自
分
の
家
族
だ
け
で
も

食
べ
物
の
な
い
と
き
に
２
ヶ
月
も

他
人
の
子
供
の
世
話
が
で
き
る
な

ん
て
本
当
に
神
様
の
よ
う
な
人
た

ち
だ
と
父
も
母
も
感
謝
す
る
ば
か

り
で
し
た
。
こ
の
方
た
ち
の
お
か

げ
で
ま
た
家
族
６
人
が
揃
い
ま
し

た
。

（
次
号
へ
つ
づ
く
）

差し入れ ありがとう
８月末から北海道で、アウトドア

生活を楽しんでいる佐々木馨さんか

ら、箱入りメイクイーンが 10 ㎏送

られてきました。10 月 10 日の健康

フェスタのバイキングのご馳走とし

て、この北海道の名産品を、楽しん

で皆んなで戴きたいと思います。あ

りがとう。 (勝谷 鐵幸 記）



（８）第２１１号 き ら ら ２０１４．９．２６

（4人分）さんま3尾 ごぼう・2本 しょうが

1かけ Ａ（水1と1/2 酒1/2カップ しょうゆ大

さじ2 砂糖大さじ1 みりん大さじ2）
①さんまは頭と

わたを除いて水洗いし、

3㎝長さに切る。

②ごぼうは皮を軽くこそげ、めん

棒などで軽くたたいてから4㎝長さに切り水洗いする。

③しょうがは薄切りにする。

④鍋にＡを合わせて火にかけ②と③を入れてふたをし

中火弱で7分煮る。

⑤④に①を加えてさらに10分程煮、器に盛る。

材料

（矢板橋 充子）

作り方

支部日誌

８月29日(金)｢きらら｣編集･発行･連絡会
９月３日(水)第5回組織部会(9:30～白子コミセン)

パソコン教室
５日(金)第5回執行委員会(13:30～ｼﾞｪﾌﾘｰ)

音読の会
６日(土)「きらら」編集会議
10日(水)カラオケを楽しむ会
12日(金)女性部｢百の会｣(11:00～牧田ｺﾐｾﾝ)
12～13日(金～土)日本高齢者大会in富山
16日(火)｢いきいきまつり｣第1回事務局会議
17日(水)おいしい会「ハイシティセレンテ」

温泉の会 長野｢ひまわり温泉｣
パソコン教室・グランドゴルフ

18日(木)仲間づくり秋の特別月間推進会議
19日(金)正美さんのよみかき教室
20日(土)ｺﾐﾊﾞｽの会ﾏｯｸｽﾊﾞﾘｭｰ鈴鹿店ｱﾝｹｰﾄ活動
21日(日)どんがめ 滋賀｢霊仙山」
23日(火)かよちゃんの手芸教室

山歩会 南伊勢町｢局ヶ頂」
26日(金)｢きらら｣編集･発行･連絡会

10月１日(水)第6回組織部会(9:30～白子コミセン）
パソコン教室

２日(木)音読の会
３日(金)第6回執行委員会(13:30～ｼﾞｪﾌﾘｰ）
４日(土)「きらら」編集会議
５日(日)鈴鹿社保協「学習会」
６日(月)安倍内閣暴走ストップ白子駅前行動
８日(水)カラオケを楽しむ会
10日(金)支部「健康フェスタ」
14日(火)三重県年金者一揆
15日(水)グランドゴルフ・パソコン教室
17日(金)卓球を楽しもう・山歩会｢八鬼山越え｣

正美さんのよみかき教室
23日(木)温泉の会 岐阜｢喜多の湯」
24日(金)｢きらら｣編集･発行･連絡会
25日(土)おいしい会｢港屋」
28日(火)かよちゃんの手芸教室
29日(水)映画の会「武士の一分」

サークル掲示板
サークル名 サークル連絡先 次回例会

女性部サークル

《サークルへは乗る人も乗せる人も助け合いの心で気軽に乗り合わせて行きましょう。》

催
し
物
案
内

①
10
月
６
日
（
月
）
17
時
～
18
時

白
子
駅
前
周
辺
、
リ
レ
ー
ト
ー
ク
・

署
名
・
チ
ラ
シ
配
り
、
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
あ
り
。
お
楽
し
み
に
。

②
10
月
５
日
（
日
）
13
時
30
分
～

ジ
ェ
フ
リ
ー
す
ず
か
研
修
室
Ａ
Ｂ

講
演
『
こ
れ
か
ら
の
介
護
保
険
』

【
45
分
】
講
師

村
瀬

博
氏

（
三
重
短
期
大
学
講
師
）

『
鈴
鹿
市
の
社
会
保
障
』
【
15
分
】

講
師

藤
井

新
一
氏

（
民
医
連
事
務
局
次
長
）

③
10
月
10
日
（
金
）
11
時
30
分
～

15
時
30
分

青
少
年
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

安
倍
暴
走
ス
ト
ッ
プ
白
子
駅
前
ア
ク
シ
ョ
ン

イラスト 樋口 出

わたしのレシピ

パソコン教室 樋口 公允（℡ 387-3541） 10月１・15日(水)13:00～白子コミセン

山歩会 前田 純（℡ 374-4596） 10月17日(水)「八鬼山越え」

どんがめグループ 足立 房枝（℡ 374-3174) 10月休み。

温泉めぐる会 辻井 良和（℡ 386-0529） 10月23日(木)岐阜県「六条温泉喜多の湯」

グランドゴルフ 松田 二郎（℡ 374-3134） 10月15日(水)９:00～フラワーパーク(雨天10月17日)

カラオケを楽しむ会 熊給 富子（℡ 388-1380） 10月８日(第２水)11:00～16:00 ｼﾞｬﾊﾟﾝｶﾗｵｹ中央店

佐藤 晴衣（℡ 378-6433） (会費 300円 お昼は各自で)

卓球を楽しもう 桑原 篤（℡ 374-2894) 10月17日(金)13:30～白子コミセン２Fホール

おいしい会 本堂たき子（℡ 387-4583） 10月25日(土)西条「港屋」11時30分現地集合

花をめぐる会 林 和代（℡ 382-4003） ９月未定「コスモス」 10月未定「ダリア」

音読の会 太田 和美（℡ 383-4545） 10月２日(木)9:30～ジェフリーすずか

映画の会 辻井 豊子（℡ 386-0529） 10月29日(月）13時30分～映画｢武士の一分｣

かよちゃんの手芸教室 山中加代子（℡ 383-4140) 10月28日(火)13時～16時 岡田集会所

正美さんのよみ・かき教室 中川 信子（℡ 388-0427） 10月17日(金)13時30分～ｼﾞｪﾌﾘｰすずか

１．さんまとごぼうの当座煮

２．糸寒天のごま酢あえ
糸寒天 10 ｇ えのきたけ 1/4 袋 みつ葉 1/3

束 Ａ（酢大さじ 3 水大さじ 2 砂糖大さじ 2 塩小

さじ 1/3 しょうゆ小さじ 1/3）刻み白ごま大さじ 2

①糸寒天は水に 3 分ほど浸してもどし食べ

やすく切る。

②えのきたけは根元を切って半分の長さに切り熱湯に

通す。

③みつ葉は 3 ㎝長さに切る。

④Ａを合わせ①～③とごまを加えてあえ器に盛る

材料

作り方

鈴
鹿
社
保
協
学
習
会

支
部
健
康
フ
ェ
ス
タ


